
＜お知らせ＞ 

①学校ホームページについて・・・ご承知の方も多いとは思いますが、本校のＨＰには、 

学校紹介をはじめ、この学校だよりや保健だより、そして活動紹介（これはその日に 
すぐアップしますから、とてもタイムリーです！）などなど、様々な情報が満載です。 
ぜひ、定期的にチェックしてみてください。 

②鼓笛隊について・・・昨年度のはじめから活動をしていません。以前からも、学校行事のスリム化等の課 

題として懸案となっていたようです。本校は、昨年度から音楽専門の指導者がおらず、十分な指導体制
が組めませんでした。また、コロナ禍で行事の縮小等が必要な中、特に吹奏楽器は控えるようにとの通
達も出ました。さらに今後、年々児童数が減少していくので、子どもたちの負担増となることは避けら
れません。それらを総合的に考えると、今後の存続は厳しく、やむなく活動停止の判断をせざるを得な
くなりました。音楽好きな子はもちろん、あらゆる子どもたちの可能性を引き出す意味でも、活動の場
が多いに越したことはありません。しかし、それを十分理解した上でも決断せざるを得なかった状況を
お察しいただきますようお願い申しあげます。これまで、ＰＴＡのバザーや再生資源回収の収益を楽器
購入や修理等にも充てさせていただいておりましたが、これからも、メール配信システム使用料や入学
記念品等、子どもたちにとって少しでも有益な使いみちとなるよう工夫してまいります。 

どうかご理解・ご協力のほど、よろしくお願いいたします！ 

国語科授業を充実させよう ～ 「島根県国語教育研究大会」にむけて 

昨年度からお知らせしているように、標記の大会が来年 11 月、一中校区の全小中学校を会場に行われま 

す。本校は「主体的に学び、ともに高め合う子どもの育成 ～国語科の授業の充実をめざして～」という研

究主題を掲げて日々研究を重ねています。大会当日の授業公開は 1 学級だけではありますが、県内の先生方

に少しでも提案性のある実践をお見せしようと、全教職員で取り組みを進めているところです。 

これまで、次の４学級が国語科の研究授業を公開しました。 

5/27 ４年（飯塚学級）：「ヤドカリとイソギンチャク」 

6/ 9  ６年２組（池田学級）：「イースター島にはなぜ森林がないのか」 

6/18 ２年（福田学級）：「名前を見てちょうだい」 

6/30 １年１組（山﨑学級）：「おおきなかぶ」 

それぞれ授業の目標は違いますが、研究としてのポイントは全教職員で共有 

しています。特に「授業づくりで大切にしたいこと」は、次のとおりです。 

①主体的に学習に取り組むための工夫をする 

・自らの問題として考えられるようにする（必要感や目的意識を持たせる課題設定などを工夫） 

・ねらいや「つけたい力」を明確にする（そのための事前の教材研究を十分に行う） 

・学習のまとめの振り返りを工夫する（「何を学んだか」を意識づけ、確かな定着につなげる） 

②ともに高め合うための工夫をする 

 ・発問、課題を吟味する（「つけたい力」を意識する、子どもたちの思考を揺さぶる発問をするなど） 

 ・自分の考えを出す場を設定する（ペアやグループの活用やノートの活用等で、考える場を確保する） 

 ・「つたえる」「うけとる」ことを大切にする（文末まで話す、きちんと聞く等の基本を習慣化する） 

③教職員が国語科の授業をより研究する 

 ・「言葉の力」「情報活用の力」を育てるために（系統性を大切にし、着実なスキルアップをめざす） 

 ・授業研究を通した授業力の向上（互いに切磋琢磨し、学び続ける教職員集団へ） 

 ・学びの場としての研究職員会議（国語科の研修、様々な学習のさせ方の情報交換等）   

これらの内容は、国語科の授業に限らず、他の授業や朝の会・帰りの会、諸行事などにおいても意識して 

指導しています。何事も一朝一夕では力がつきませんが、この取組を地道に続けていくことによって、進ん 

で学ぶことの楽しさや、友達とともに考えて課題を解決したときの嬉しさ、成就感などを感じる子どもたち 

ふれあい運動会  6/18 （金） 

昨年度は中止でしたが、今年度は、内容や時間を縮小して赤江小学校体育館で行われました。例年は保護 

者へも案内をするのですが、今回は教職員のみの参加となりました。私は応援団長？として声をかけながら

見守っていました。あおぞら学級とほほえみ学級のみんなは、はじめは緊張している様子でしたが、少しず

つ自分を表現できるようになり、ゲームをしたり走ったりと大活躍でした。 

様々な場所で、いろいろな人たちとかかわっていくこと…。それは子どもも大人も、誰にとっても大事な

ことです。この日の子どもたちは、初めての空間の中でとまどったり、不安な 

表情を見せたりしながらも、その子なりに精一杯対応しようとしていました。 

「豊かな経験」を積み重ねることの大切さを強く感じました。わずか数時間の 

うちに、少しずつですが確かに成長していきます。学校でも社会でも、かかわ 

り合う者どうしが、お互いを理解し合いながら豊かに成長し合えたらいいな。 

それが真の「共生社会」なのだろうなと思える、温かくて幸せな時間でした。 

 

  

 

さあ夏休み！ ～ 今の学年で迎える「一度しかない夏」をいいものに！   

先々週から先週にかけて、梅雨末期の豪雨に見舞われて大変心配しましたが、保護者の方のご協力、パ

トロール隊をはじめ多くの地域の方々のおかげで、子どもたちは大きな事故等なく過ごすことができまし

た。本当にありがとうございました。そして、梅雨明けと同時に猛暑が続き、今度は熱中症の心配をしな

ければなりません。いずれにせよ、この夏をみんなが元気で過ごしてほしいと願っています。 

昨年度は、コロナ禍の影響で７月３１日に終業式をして、２７日間だけという異例の夏休みでした。そ

れを考えると、今年度はまだいろいろな配慮が必要とはいえ、ここまでほぼ計画通りの活動を終えること

ができてホッとしています。また、病気やケガなどで欠席をする子が少なかったことを嬉しく思っていま

す。子どもたちは、コロナ禍でも本当によくがんばりました。 

先般の個人面談では、お忙しい中お出かけいただきありがとうございました。その際には、直接担任か

らお子さんの様子について伝えさせていただきました。そして明日には「のびゆく子」を渡します。親子

で一緒に話し合う時間を設けていただき、お子さんのがんばりを認めるとともに、課題についても、正面

から受け止められるような声かけをお願いしたいと思います。終業式では「来年も夏休みは来るけど、こ

の学年で過ごす夏休みは一生に一度。いいものにしよう。」と呼びかけようと思います。 

そして一日一日を有意義に過ごし、すてきな休みにしてほしいです。 

みなさまに温かく支えていただいたおかげで、無事１学期を終えることができます。あり 

がとうございました。休み中、子どもたちをご家庭にお返しいたします。みなさまが元気に 

過ごせますよう、引き続きご家庭でも感染予防を徹底してください。よろしくお願いします。 
 
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社日小 学校だより 
７ 月 号 

202１ 7．19 
文責 曽田 淳史 

社日小チャレンジ!! 

８・９月の行事予定 

8/10（火）～16（月）休校日 
21（土）ＰＴＡ環境整備作業 

  27（金）２学期始業式 
30（月）給食開始 

9/  2（木）ＰＴＡ地区代表部会  
６（月）漢字計算大会 
７（火）スクールカウンセラー来校 
9（木）授業公開日 

10（金）集金口座振替日 
17（金）大山体験学習（５年） 
20（月）敬老の日 
21（火）スクールカウンセラー来校 
23（木）秋分の日 
24（金）遠足（１～４年） 
29（水）１年給食試食会 
29（水）～30（木）修学旅行（６年） 

※26（日）予定の「地区民体育大会」には、今年度は参加しま 
せんので、26（日）は休日、27（月）は通常授業とします。 

叙述に即して動作化しています（１年） 

活躍したあと、いい表情でパチリ！ 

 

が増えていってほしいと願っています。（それが、まさに「研究主題」のめざすところです！） そして、子

どもたち一人一人に確かな力をつけていきたいです。 

国語科以外にも、6/10 に渡部教諭が、６年２組で道徳科（友達を信じるとは「ロレンゾの友達」）の授業 

を公開しました。市内の先生にも案内を出し、ともに学ぶことができました。なお渡部教諭は、これまでの

何年かで積み上げてきた道徳科の実践をまとめ、今年度の「中国地区小学校道徳教育研究大会 兼 島根県道

徳教育研究大会浜田大会」で発表します。残念ながらコロナ禍で誌上発表となりましたが、本人はもちろん、

我々にとっても大変嬉しく誇らしいことと喜んでいます。 

また、7/13 には、ほほえみ学級（西村教諭）が「自分やまわりのひとの強み 

を見つけよう」という自立活動の公開を行いました。 

このように、まずは教職員が主体性をもって実践を重ね、互いに切磋琢磨しな 

がら授業力を向上させていくことが何よりも大切だと考えます。それが、ひいて 

は子どもたちの力を伸ばすことにつながるということを念頭において、２学期以 

降も、全教職員でしっかり取り組んでいきます。 相手を変えながらの意見交流（道徳科） 


